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阪
神
大
裳
災
と
在
8
中
国
人
コ
ミ
ュ

は
じ
め
に

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
午
前
五
時
四
六
分
、
兵
庫
県
南
部
で
淡

路
島
北
部
と
神
戸
市
を
中
心
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七

・
ニ
、
震
源
地

深
度
―

okmの
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
阪
神
大
震
災
は
日

本
人
だ
け
で
な
く
県
下
在
住
の
外
国
人
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
そ
の
人
的
、
物
的
被
害
の
発
生
割
合
は
日
本
人
と
比
べ
て
高
か

(l
)
 

っ
た
。
県
下
登
録
の
一

0
四
カ
国
、
計
一

0
万
人
近
く
の
在
留
外
国

人
の
な
か
で
中
国
人
は
一
三
、
四
六
五
人
で
韓
国

・
朝
鮮
人
に
次
い

で
、
第
二
位
を
占
め
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
七

0
％
が
神
戸
市
に
集

住
し
て
い
た
（
九
四
年
六
月
、
兵
庫
県
調
べ
）
。

大
震
災
と
い
え
ば
多
く
の
年
輩
の
華
僑
や
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に

は
す
ぐ
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
下
の
惨
劇
が
思
い
出
さ
れ
る
と

い
う
。
当
時
、
在
日
中
国
人
は
震
災
に
よ
る
死
傷
者
以
外
に
七

0
0

(2
)
 

名
も
虐
殺
さ
れ
た
。
で
は
阪
神
大
震
災
と
い
う
非
常
事
態
に
直
面
し

て
在
日
中
国
人
、
と
く
に
華
僑
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
今

ニ
テ
ィ

過

放

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
助
手

日
、
彼
ら
は
ま
わ
り
の
日
本
人
ま
た
は
日
本
社
会
と
ど
の
よ
う
な
相

互
関
係
を
な
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
今
日
の
在
日
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
か
か

え
て
い
る
の
か
。
震
災
発
生
後
、
わ
れ
わ
れ
は
華
僑
団
体
（
「
僑

団
」
）
と
華
僑
学
校
（
「
僑
校
」
）
を
中
心
に
面
接
調
査
を
行
い
、
そ

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
見
て
、
震
災
救
援
活
動

に
お
け
る
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴
と
問
題
点
に
つ
い
て
次
の

四
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
既
存
の
自
助
組
織
の
存
在
に
よ

っ
て
、
自
力
更
生

・
相
互
扶
助

の
伝
統
精
神
が
生
か
さ
れ
、
被
災
中
国
人
は
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
さ
ず

救
援
活
動
が
迅
速
か
つ
機
能
的
に
行
わ
れ
た
。

②
同
郷
会
及
び
僑
校
は
、
救
援
活
動
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。

③
在
日
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
の
老
華
僑

と
比
べ
て
、
華
人
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
新
華
僑
‘
留
学
生

・
就
学
生

な
ど
の
直
面
す
る
問
題
が
顕
在
化
し
た
と
同
時
に
そ
の
多
様
化
の
動

き
も
出
て
き
た
。
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④
中
国
人
を
含
め
外
国
人
の
被
災
事
情
は
、
弱
者
の
立
場
に
置
か

れ
て
い
る
在
日
外
国
人
の
現
状
を
浮
き
ぼ
り
に
し
、
「
多
文
化
共

生
」
社
会
作
り
の
可
能
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

以
下
は
‘
面
接
調
査
と
関
係
資
料
に
基
づ
ぎ
‘
主
に
神
戸
華
僑
震

災
対
策
本
部
、
同
郷
会
及
び
僑
校
を
中
心
に
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
被
災
状
況
と
救
援
活
動
を
考
察
し
、
上
述
の
論
点
を
検
証

し
て
み
た
い
。
な
お
‘
「
注
」
以
外
の
資
料
は
調
査
報
告
書
『
阪
神

(3
)
 

大
震
災
と
華
僑
』
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
同
書

を
参
照
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

震
災
の
被
害
状
況

今
回
の
震
災
に
よ
る
中
国
人
の
死
亡
者
数
は
四
四
名
（
華
僑
か
二

0
名
、
留
学
生
と
そ
の
関
係
者
が
二

四
名
）
で
、
兵
庫
県
下
国
籍
別

の
人
口
比
率
に
お
い
て
は
第
二
位
（
第
一
位
は
プ
ラ
ジ
ル
）
と
な
る
。

ま
た
中
国
人
負
傷
者
は
二
五

0
余
名
に
達
し
、
全
・
半
壊
家
屋
は
一
‘

七
0
0
棟
以
上
に
の
ぱ
っ
た
。

中
国
人
の
五

0
％
強
が
神
戸
市
中
央
区
に
集
住
し
て
お
り
‘
華
僑

団
体
の
施
設
も
は
と
ん
ど
中
央
区
に
あ
る
。
華
僑
の
家
屋
の
多
く
は

戦
前
や
戦
後
間
も
な
く
建
て
ら
れ
た
老
朽
の
建
物
で
あ
っ
た
だ
け
に
‘

今
回
の
震
災
で
は
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
商
業
店
舗
、
事
務

所
の
損
傷
も
多
く
、
有
名
な
中
華
料
理
店
で
神
戸
華
僑
の
集
う
場
所

と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
「
第
一
楼
」
や
「
神
仙
閣
」
な
ど
、

神
戸
の
大
き
な
中
華
料
理
店
は
は
と
ん
ど
全
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
ま

た
長
田
区
に
あ
る
中
国
人
墓
地
（
中
華
義
荘
）
で
は
六
四
％
の
お
墓

が
倒
壊
ま
た
は
損
傷
を
受
け
た
。
華
僑
の
経
済
的
被
害
総
額
は
六
〇

0
億
円
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

一
方
、
中
国
人
留
学
・
就
学
生
も
た
い
へ
ん
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
。
神
戸
地
区
中
国
人
留
学
生
聯
誼
会
メ
ン
バ

ー
は
七

0
0
余
名
だ

が
、
留
学
・
就
学
生
家
屋
の
全
半
壊
は
五
七
一
軒
に
の
ぼ
り
、
被
災

者
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
経
済

的
理
由
に
よ
り
、
安
い
木
造
文
化
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
た
彼
ら
の

多
く
は
‘
震
災
に
よ
っ
て
住
む
と
こ
ろ
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
ア
ル

バ
イ
ト
も
失
っ
た
。
震
災
直
後
、
や
む
な
く
避
難
所
生
活
を
送
っ
た

学
生
の
外
、
一
時
帰
固
者
は
留
学
・
就
学
生
全
体
の
三
分
の
一
以
上
、

約
三

0
0
名
に
も
達
し
た
。

ま
た
神
戸
市
に
は
七
四
三
人
、
二
三
八
世
帯
(
-
九
九
四
年
四
月
、

兵
庫
県
調
べ
）
の
中
国
か
ら
の
帰
国
者
（
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
と

そ
の
家
族
）
が
お
り
、
そ
の
半
数
以
上
が
垂
水
区
に
定
住
し
て
い
た
。

彼
ら
の
一
族
の
な
か
に
は
中
国
籍
を
も
つ
人
も
多
く
、
新
華
僑
と
も

い
わ
れ
る
。
震
災
に
よ
っ
て
そ
の
全
体
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
約
二

0
0
余
人
が
避
難
所
に
避
難
し
、
数
十
名
が
中
国
に
戻
っ
た
。
な
お

震
災
後
、
隠
れ
た
避
難
生
活
に
不
安
を
お
ぼ
え
、
入
管
に
申
し
出
、

そ
の
結
果
強
制
送
還
さ
れ
た
「
超
過
滞
在
者
」
（
い
わ
ゆ
る
不
法
残

留
）
の
中
国
人
の
存
在
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
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神
戸
の
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
特
徴

神
戸
在
留
中
国
人
の
歴
史
は
一
八
六
八
年
神
戸
（
兵
庫
）
開
港
か

ら
始
ま
り
‘
貿
易
商
と
雑
業
者
を
中
心
に
発
展
し
て
き
て
今
日
ま
で

約
一
三

0
年
の
長
い
歴
史
を
も
つ
。
神
戸
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

窓
口
と
し
て
は
、
戦
前
は
神
阪
中
華
会
館
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
‘

関
東
大
震
災
の
と
き
は
、
被
災
し
た
横
浜
の
華
僑
が
神
戸
に
来
た
際
、

そ
の
救
援
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
戦
後
は
神
戸
華
僑
総
会
が

中
華
会
館
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
結
成
は
日
本
で
一
番
早

く
(
-
九
四
五
年
）
、
事
務
所
は
中
央
区
中
山
手
通
の
華
僑
会
館
に

あ
る
（
一
、

0
0
0
世
帯
、
三
、
五

0
0
名
加
入
。
別
に
中
央
区
北

野
町
に
台
湾
系
の
留
日
神
戸
華
僑
総
会
が
あ
る
。
登
録
七

0
0
世

帯）
。
結
束
の
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
た
神
戸
華
僑
は
‘
内

部
の
団
結
力
の
強
さ
で
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
他
方
で
は
積

極
的
に
日
本
社
会
に
溶
け
込
み
‘
良
好
な
相
互
関
係
形
成
に
つ
と
め

て
き
た
。

神
戸
は
今
日
も
永
住
資
格
を
も
つ
在
日
中
国
人
（
す
な
わ
ち
老
華

僑
）
が
日
本
で
最
も
多
く
‘
定
住
者
や
日
本
人
の
配
偶
者
を
入
れ
る

と
日
本

一
の
七

0
％
強
の
高
い
定
住
率
を
示
し
て
い
る
。
僑
団
、
僑

校
‘
僑
報
（
華
僑
の
新
聞
）
の
華
僑
社
会
の
「
三
宝
」
が
存
続
し
、

活
動
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
南
京
町
は
神
戸
市
民
に
親
し
ま

れ
、
中
国
人
の
精
神
的
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
関
帝
廟
、
「
落
地
生

根
」
の
長
い
歴
史
を
示
す
中
国
人
墓
地

i

中
華
義
荘
も
あ
る
。

ま
た
、
神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
と
孫
文
記
念
館
は
神
戸
の
観
光
施
設

と
な
っ
て
い
る
。
神
戸
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ま
さ
に
日
本
に
お

け
る
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
的
存
在
だ
と
い
え
よ
う
。

一
般
に
海
外
の
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
‘
三
縁
（
血
縁
、
地

縁
と
業
縁
）
ま
た
は
四
縁
（
三
縁
に
華
僑
学
校
や
出
身
校
を
中
心
と

す
る
学
縁
を
加
え
る
）
関
係
を
中
心
に
縦
横
の
結
合
関
係
を
な
し
て

い
る
。
神
戸
は
ま
さ
に
そ
の
典
型
だ
と
い
え
よ
う
。
現
在
神
戸
に
お

け
る
中
国
人
団
体
は
三
八
あ
り
、
定
住
型
の
華
僑
団
体
と
流
動
型
の

留
学
生
団
体
と
い
う
二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る

d

は
と
ん
ど
の
団

体
は
前
者
に
属
し
、
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
の
は
神
戸
華
僑
総
会
と
‘

華
僑
子
弟
の
教
育
機
関
で
あ
る
神
戸
中
華
同
文
学
校
(
-
八
九
九
年

創
立
、
以
下
同
文
学
校
と
略
称
）
及
び
中
華
義
荘
•
関
帝
廟
を
管
理

す
る
中
華
会
館
で
あ
る
。

一
方
、
神
戸
地
区
中
国
留
学
生
聯
誼
会
が

留
学
生
の
中
心
団
体
で
あ
る
。
他
に
中
国
人
を
構
成
メ

ン
バ

ー
と
す

る
こ
れ
ら
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
違
っ
て
南
京
町
振
興
組
合

（一

九
七
七
年
成
立
、
現
在
会
員
九

0
名
）
の
よ
う
な
地
域
振
興
団

体
も
あ
る
か
、
そ
の
会
員
の
半
数
は
日
本
人
で
あ
る
。

近
年
、
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
大
き
な
変
容
が
み
ら
れ
る
。

日
本
企
業
で
の
就
職
、
日
本
人
と
の
結
婚
が
一
般
化
す
る
に
つ
れ
、

若
い
華
僑
の
僑
団
離
れ
の
現
象
も
拡
大
し
た
。
ま
た
華
人
の
増
加
の

外
、
新
華
僑
や
留
学
生
ら
の
増
加
も
目
立
つ
。
そ
の
た
め
ど
の
団
体

に
も
参
加
し
て
い
な
い
中
国
人
も
増
え
た
。
で
は
大
震
災
に
お
い
て
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中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
‘
分
化
傾
向
が
拡
大
し
た
の
か
そ
れ
と
も

凝
集
力
を
強
め
た
の
か
、
こ
の
点
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

中
国
人
の
避
難
行
動

全
体
か
ら
み
れ
ば
中
国
人
の
避
難
行
動
は
、
広
い
地
域
に
わ
た
る

分
散
型
で
あ
る
と
同
時
に
‘
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
常
に
連
絡
や
交

流
を
保
つ
様
式
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
親
族
、
友
人
宅
や
最
寄
り
の

避
難
所
に
分
散
し
て
避
難
し
た
。
多
く
の
中
国
人
が
一
般
の
避
難
場

所
で
日
本
人
と
一
緒
に
泊
ま
り
な
が
ら
現
場
で
救
援
活
動
に
参
加
し

た
り
し
た
。
そ
の
一
方
、
彼
ら
は
中
国
人
の
震
災
対
策
本
部
の
所
在

地
ー
ー
』
回
文
学
校
に
よ
く
通
い
、
人
的
、
物
的
情
報
や
資
源
を
利

用
あ
る
い
は
提
供
し
た
。
ど
の
団
体
に
も
参
加
し
て
い
な
い
か
或
い

は
日
頃
中
国
人
同
胞
と
の
接
触
が
少
な
い
中
国
人
の
場
合
も
‘
震
災

に
直
面
し
て
僑
団
に
頼

っ
て
く
る
ケ
ー
ス
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。

個
人
の
避
難
行
動

中
国
人
の
個
々
人
の
避
難
行
動
は
社
会
的
、
経
済
的
基
盤
に
よ
っ

て
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
。
華
僑
の
場
合
は
日
本
人
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い

。
彼
ら
は
震
災
直
後
、
各
避
難
所
や
親
戚
宅
な
ど

に
避
難
し
、
ま
た
は
友
人
・
知
人
（
日
本
人
も
含
ま
れ
る
）
を
介
し

て
避
難
し
た
。

留
学
・
就
学
生
及
び
新
華
僑
の
場
合
は
人
的
、

ー

物
的
資
源
が
貧
弱

な
た
め
、
最
寄
り
の
避
難
所
に
避
難
す
る
か
‘
帰
国
す
る
か
ま
た
は

被
災
の
軽
い
学
友
に
頼
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
、
よ
り
大
き
な
不
安

に
包
ま
れ
た
。
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集
団
の
対
応
措
置

震
災
発
生
直
後
、
林
同
春
会
長
、
石
嘉
成
副
会
長
ら
華
僑
総
会
の

リ
ー
ダ
ー
が
神
戸
中
華
同
文
学
校
に
集
ま
り
‘
華
僑
全
体
が
団
結
し

て
対
応
す
べ
き
こ
と
と
、
各
同
郷
会
を
中
心
に
救
助
活
動
を
行
う
こ

と
で
意
見
が
一
致
し
、
同
郷
会
の
世
話
人
と
の
連
絡
を
急
い
だ
。
そ

の
後
同
校
の
先
生
や
同
郷
会
役
員
ら
が
中
国
人
の
安
否
確
認
や
情
報

収
集
に
奔
走
し
、
関
係
者
が
標
準
語
、
方
言
と
日
本
語
を
使
い

、
電

話
な
ど
で
各
方
面
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
同

文
学
校
は
一
七
日
早
朝
、
非
常
事
態
に
応
じ
、
同
校
を
避
難
所
と
し

て
神
戸
市
民
に
自
主
開
放
し
た
。

2
 

四
神
戸
華
僑
震
災
対
策
本
部
の
設
置
と

「
自
力
更
生
」
の
救
助
活
動
の
展
開

神
戸
華
僑
震
災
対
策
本
部
の
特
色
は
団
結
と
自
力
更
生
と
い
う
二

点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
華
僑
リ
ー
ダ
ー
ら
の
冷
静
か
つ
適
切
な
対
応
、

言
語
力
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
は
、
震
災
に
対
す
る
緊
急
対
応
に

大
き
く
プ
ラ
ス
し
た
が
、
何
よ
り
も
相
互
扶
助
と
い
う
伝
統
、
同
郷

会
と
い
う
基
層
団
体
の
存
在
、
及
び
従
来
の
公
益
精
神
の
発
揚
に
よ



っ
て
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
相
互
救
助
活
動
が
機
能
よ
く
展

開
さ
れ
た
。
震
災
対
策
本
部
は
、
既
存
の
同
郷
会
組
織
や
華
僑
の
伝

統
的
な
公
益
精
神
に
頼
っ
て
北
野
町
の
留
日
神
戸
華
僑
総
会
と
協
力

し
あ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
着
実
に
救
助
活
動
を

展
開
し
た
。
同
本
部
は
人
、
も
の
、
情
報
、
精
神
面
で
の
ケ
ア
な
ど

各
方
面
を
含
め
中
国
人
被
災
者
の
救
援
セ

ン
タ
ー
と
い
う
総
合
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

神
戸
華
僑
震
災
対
策
本
部
の
設
置
と

「
自
力
更
生
」
方
針
の
決
定

一
月
二

0
日
に
神
戸
華
僑
震
災
対
策
本
部
（
以
下
震
災
対
策
本
部

と
略
称
）
が
設
置
さ
れ
た
。
華
僑
総
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
被
害
の
大
き

か
っ
た
広
東
と
江
蘇
の
同
郷
会
役
員
及
び
華
僑
の
建
築
士
と
薬
剤
師

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

華
僑
総
会
と
別
個
に
震
災
対
策
本
部
を
つ
く
っ
た
の
は
‘
大
陸

系
・
台
湾
系
を
問
わ
ず
「
皆
が
気
兼
ね
な
く
寄
り
や
す
」
＜
、
「
華

僑
が
一
団
と
な
っ
て
」
助
け
合
う
た
め
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

(6
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た
。
そ
し
て
対
外
救
援
を
要
請
せ
ず
伝
統
的
な
「
自
力
更
生
」
を
基

本
と
す
る
震
災
対
策
方
針
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
震
災
対
策
本
部

は
神
戸
在
留
中
国
人
の
内
外
の
窓
口
と
し
て
、
同
文
学
校
を
拠
点
に

迅
速
に
救
助
活
動
を
始
め
た
。

ー2
 
第
一
回
震
災
対
策
会
議
の
議
題
と
対
策

一
月
二

0
日
に
開
い
た
第
一
回
震
災
対
策
会
議
（
在
大
阪
中
国
総

領
事
も
出
席
）
で
は
‘
ま
ず
食
料
‘
暖
房
、
住
ま
い
の
緊
急
問
題
、

各
同
郷
会
に
よ
る
犠
牲
者
と
被
害
状
況
の
確
認
、
避
難
用
緊
急
用
品

（
衣
料
、
毛
布
）
の
購
入
、
県

・
市
に
華
僑
団
体
所
有
の
土
地
を
仮

設
住
宅
地
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
‘
被
災
者
の
住
宅
問

題
や
合
同
慰
霊
祭
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
会
議
終
了
後
、
林

同
春
本
部
長
ら
は
直
ち
に
兵
庫
県
と
神
戸
市
の
災
害
緊
急
対
策
本
部
、

国
際
交
流
課
及
び
市
住
宅
部
計
画
課
、
兵
庫
県
警
外
国
人
対
策
本
部

を
訪
ね
た
。
中
国
人
救
援
活
動
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
‘
避
難
所
の
同
文
学
校
へ
の
食
料
配
給
、
相
互
交
流

・
相
互
協

力
と
‘
被
災
者
の
衣

・

食
•

住
に
つ
い
て
中
国
人
が
日
本
人
同
様
に

「
平
等
な
扱
い
」
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
た
。

3

震
災
直
後
の
一
カ
月
間
の
主
な
救
助
•
救
援
活
動

震
災
対
策
本
部
は
‘
二
月
二
四
日
ま
で
震
災
後
一
カ
月
の
間
に
五

回
も
の
会
議
を
開
い
た
。
そ
の
間
、
対
外
的
に
は
、
殺
到
す
る
国
内

外
か
ら
の
安
否
確
認
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
中
国
政
府
と
日
本

の
行
政
機
関
へ
の
対
応
、
各
団
体

•

個
人
か
ら
の
義
援
金

・

救
援
物

資
の
受
理
、
留
学
生
支
援
団
体
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携

な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
対
内
的
に
は
‘
中
国
人
の
安
否
の
確
認
、

被
害
状
況
の
把
握
、
避
難
所
の
運
営
、
救
援
物
資
の
配
布
、
入
院
し

た
負
傷
者
へ
の
見
舞
金
の
支
給

、

華
僑
の
住
宅
•
公
共
施
設
の
損
壊

状
況
の
調
査

・
被
害
診
断
‘
震
災
に
よ
る
失
業
者
の
就
職
の
斡
旋
‘
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家
屋
全
・
半
壊
者
へ
の
見
舞
金
の
支
払
い
、
犠
牲
者
合
同
追
悼
会
の

開
催
決
定
な
ど
‘
箔
実
に
仕
事
を
進
め
て
い
た
。

他
方
、
日
本
各
地
の
華
僑
総
会
（
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
）
か
ら

慰
問
と
と
も
に
見
舞
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
東
京
と
横
浜
の
華
僑
総
会

長
は
早
く
も
二
0
日
に
神
戸
に
来
た
。
七
三
年
前
の
関
東
大
震
災
の
恩

返
し
の
気
持
ち
を
も

っ
て
と
い
う
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
香
港
の
華
僑

総
商
会
か
ら
も
支
援
の
申
し
出
が
あ

っ
た
。
一

月
二
0
日
に
中
国
政

府
の
義
援
金
が
届
い
た
。
中
国
政
府
と
日
本
各
地
の
僑
団
に
よ
る
救

援
・
慰
問
活
動
が
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
震
災
対
策
本
部
は
‘

各
地
の
華
僑
総
会
と
中
国
大
使
館
、
領
事
館
と
た
え
ず
連
絡
を
と
り

あ
い
、
情
報
を
収
集

・
交
流
し
た
。
ま
た

『関
西
華
僑
報
』
や
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
被
災
者
や
在
日
中
国
人
へ
の
情
報
提
供
に

努
め
た
。

五

同
郷
会
の
大
活
躍

同
郷
会
の
救
援
活
動
の
特
色
は
‘
①
同
郷
会
役
員
の
献
身
的
奉
仕

精
神
、
②
主
体
性
を
も
つ
救
援
活
動
、
③
対
策
本
部
へ
の
積
極
的
協

カ
、
④
国
内
外
の
同
郷
会
の
相
互
扶
助
、
⑤
会
員
に
拘
ら
ぬ
広
範
囲

の
救
援
活
動
と
い
う
五
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
郷
会
に
依
存
し

て
震
災
対
策
本
部
の
救
援
活
動
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。
他
方
震

災
対
策
本
部
の
も
と
で
の
活
動
を
通
じ
て
同
郷
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
さ
ら
に
広
が

っ
た
。
一
言
で
い
う
と
、
今
回
の
震
災
救
援
活
動
を

通
じ
て
、
同
郷
会
の
重
要
な
役
割
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
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1

同
郷
会
の
位
置
づ
け

同
郷
会
は
海
外
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
礎
的
集
団
で
あ
り
、

出
身
地
域
、
言
語
と
文
化
の
共
通
性
を
基
礎
と
す
る
自
助
•
自
治
組

織
で
あ
る
。
在
日
中
国
人
の
同
郷
会
の
歴
史
は
‘
一
七
世
紀
二
0
年

代
の
長
崎
”
唐
三
個
寺
“
の
創
建
を
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

神
戸
華
僑
の
出
身
地
は
広
東
、
福
建
、
三
江
、
台
湾
及
び
山
東
と
い

う
五
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

戦
前
と
違

っ
て
戦
後
、
と
り
わ
け
七

0
年
代
以
来
、
同
郷
会
の
社

会
的
機
能
が
大
き
く
変
化
し
、
そ
の
性
格
は
基
本
的
生
活
集
団
か
ら

親
睦
団
体
に
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
国
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
そ
の
役
割
は
依
然
と
し
て
大
き
い

。
華
僑
総
会

が
対
外
的
窓
口
だ
と
す
れ
ば
、
各
同
郷
会
は
‘
華
僑
社
会
の
柱
と
な

り
、
個
々
の
華
僑
と
華
僑
総
会
の
間
の
結
び
目
の
よ
う
な
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。
た
だ
し
組
織
的
に
は
、
同
郷
会
と
華
僑
総
会
と
は
上

下
関
係
で
は
な
く
‘
協
力
関
係
に
あ
る
。

2

同
郷
会
の
相
互
救
援
活
動

各
同
郷
会
は
震
災
対
策
本
部
か
ら
安
否
調
査
の
依
頼
を
受
け
、
そ

の
確
認
に
奔
走
し
た
。
華
僑
の
中
に
は
避
難
所
回
り
を
す
る
人
も
い

た
。

一
週
間
後
の
第
二
回
本
部
会
議

(

l

月
二
六
日
）
で
は
、
全
部



で
四
四
名
の
犠
牲
者
の
内
の
四
三
名
の
身
元
が
確
認
さ
れ
、
僑
団
の

強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
組
織
力
を
示
し
た
。
華
僑
の
救
援
活
動
は
、

安
否
確
認
、
避
難
情
報
の
収
集
か
ら
見
舞
金
や
救
援
物
資
の
配
布
な

ど
、
基
本
的
に
各
同
郷
会
を
主
体
に
し
て
行
わ
れ
た
。
同
郷
会
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
主
役
を
演
じ
た
と
い
え
よ
う
。

同
郷
会
レ
ベ
ル
で
の
救
援
活
動
も
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
福
建
同
郷

会
は
一
七
日
当
日
（
華
僑
総
会
か
ら
の
連
絡
が
来
る
前
）
に
す
で
に

緊
急
会
議
の
連
絡
を
取

っ
た
。
会
員
の
安
否
確
認
は
各
地
区
連
絡
担

当
理
事
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
。
役
員
の
な
か
に
は
自
ら
の
家
や
店

を
失
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ま
ず
会
員
の
家
を
ま
わ
り
、
義
援
金
を

と
ど
け
た
り
、
救
援
物
資
を
配

っ
た
り
し
た
も
の
も
い
た
。
長
田
区

に
多
く
の
会
員
を
も
つ
江
蘇
同
郷
会
の
場
合
、
大
き
な
被
害
を
受
け

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
被
災
会
員
か
ら
も
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ

を
大
阪
江
蘇
同
郷
会
か
ら
の
義
援
金
と
併
せ
て
、
す
べ
て
の
江
蘇
出

身
者
に
見
舞
金
を
支
給
し
た
。
中
央
区
中
山
手

l

帯
に
集
住
し
て
い

る
広
東
同
郷
会
の
会
員
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
同
同
郷
会
は
‘

中
国
語
と
日
本
語
の
独
自
の
調
査
表
を
作
り
、
二
七
二
世
帯
の
会
員

の
避
難
先
を
探
し
ま
わ
っ
た
。
同
会
は
、
東
京
広
東
同
郷
会
と
横
浜

の
留
日
広
東
会
館
（
台
湾
系
）
か
ら
義
援
金
の
提
供
を
受
け
、
広
東

出
身
者
に
支
給
し
た
。

....L. 
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神
戸
中
華
同
文
学
校
の
役
割

1

神
戸
中
華
同
文
学
校
の
四
つ
の
役
割

僑
校
は
同
郷
会
と
と
も
に
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
と
発
展

の
中
核
で
あ
る
。
同
文
学
校
は
‘
中
央
区
中
山
手
通
に
位
置
し
、
神

戸
華
僑
の
寄
付
金
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
小
学
部
(
-
三

組
）
と
中
学
部
（
六
組
）
併
せ
て
六
―
四
名
（
九
五
年
一
月
一
六
日

現
在
）
の
生
徒
が
、
面
積
八
、

0
0
0余
面
の
同
校
で
民
族
教
育
を

受
け
て
い
る
。
今
回
の
震
災
救
援
活
動
に
お
い
て
は
、
同
校
の
先
生
‘

生
徒
、
生
徒
の
父
母
及
び
卒
業
生
の
支
え
の
も
と
で
同
文
学
校
は
教

育
の
場
‘
避
難
の
場
、
震
災
対
策
本
部
事
務
所
所
在
地
及
び
地
域
住

民
と
の
相
互
交
流
の
場
と
い
う
四
つ
の
役
割
を
果
た
し
た
。

通
常
日
本
人
は
「
神
戸
の
中
国
人
」
と
い
う
と
す
ぐ
「
南
京
町
」

を
連
想
す
る
よ
う
だ
が
、
実
は
神
戸
華
僑
に
と

っ
て
同
校
こ
そ
は
神

(7
)
 

戸
で
「
も
っ
と
も
親
し
み
を
感
じ
る
場
所
」
な
の
で
あ
る
。
華
僑
た

ち
は
「
い
ざ
と
な
っ
た
ら
同
文
学
校
が
あ
る
」
と
い
う
安
心
感
を
も

ち
、
同
校
は
彼
ら
の
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
よ
り
ど

こ
ろ
（
場
所
）
と
な
っ
て
い
る
。

2

教
育
の
場

震
災
当
日
、
学
校
当
局
は
緊
急
休
校
を
決
定
し
、
先
生
ら
は
生
徒

の
安
否
確
認
に
全
力
を
あ
げ
た
。

一
月
三
一
日
に
授
業
再
開
。
交
通

事
情
の
た
め
登
校
生
徒
は
四

0
0
余
名
（
六

0
%）
位
で
あ
っ
た
が
、

来
ら
れ
な
い
生
徒
の
た
め
、
同
校
は
三
つ
の
分
校
（
大
阪
、
明
石
、

北
区
）
及
び
通
信
教
育
制
度
を
設
け
、
先
生
を
派
遣
し
、
授
業
を
行
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っ
た
。
二
月
六
日
か
ら
は
生
徒
全
貝

（大
阪
分
校
の
三
0
数
名
を
除

く）

が
本
校
で
授
業
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
三
月
一

0
日
、
小

学
生
七

0
名

・
中
学
生
五
五
名
の
卒
業
式
を
行
い
、
四
月
始
め
に
は

九
五
年
度
の
入
学
式
で
一
五
三
名

（小
学
部
八
二
名
・
中
学
部
七

一

名
）
の
新
入
生
を
迎
え
た
。

ま
た
、
震
災
後
の
同
文
学
校
は
若
い
世
代
に
と

っ
て
は
‘
父
兄
に

学
び

、

公
益
心

•

相
互
扶
助

•

自
力
更
生
と
い
う
華
僑
の
伝
統
精
神

を
学
ぶ
機
会
と
も
な

っ
た
。

避
難
所
と
し
て
自
主
開
放

同
校
は
地
震
発
生
の
当
初
指
定
さ
れ
た
避
難
所
で
は
な
か

っ
た
た

め
、
日
本
の
行
政
機
関
か
ら
の
物
資
の
援
助
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

卒
業
生
や
華
僑
か
ら
届
け
ら
れ
た
食
物
を
日
本
人
を
含
め
数
十
名
の

避
難
者
に
公
平
に
分
け
た
。
ま
た
避
難
者
を

一
教
室
に
二
0
名
程
度

に
分
け
て
受
け
入
れ
、
避
難
所
を
運
営
し
は
じ
め
た
。
同
校
の
避
難

者
は
最
高

一
七

一
名

(
-
八
日
1
一
九
日

）
で
、
日
本
人
‘
華
僑
と

留
学

・
就
学
生
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の

一
ず
つ
の
割
合
で
あ

っ
た
。

市
が
避
難
所
の
連
絡
を
受
け
て
ま
も
な
く
配
給
物
資
を
同
文
学
校

に
届
け
て
き
た
。
一

方
、
卒
業
生
と
生
徒
の
父
母
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
応
援
し
た
事
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い

。
彼
ら
は
食
事
の
支
度
や

教
室
の
掃
除
、
救
援
物
資
の
搬
送
、
情
報
収
集
な
ど
、
避
難
所
と
震

災
対
策
本
部
の
運
営
を
熱
心
に
手
伝

っ
た
。
避
難
者
自
身
の
管
理
も

加
え
て
避
難
所
の
運
営
は
混
乱
な
く
行
わ
れ
た
と
い
う

（最
後
の
避

3
 

難
者
が
学
校
を
出
た
の
は
七
月
末
。
ち
な
み
に
震
災
対
策
本
部
は
三

月
末
か
ら
華
僑
会
館
に
移
転
）。

避
難
し
た
周
辺
の
住
民
は
、
平
等
で
暖
か
い
接
待
に
感
激
し
、
学

校
と
華
僑
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。
地
域
住
民
と
の
相
互
関
係
の

改
善
は
学
校
側
に
と

っ
て
も
大
き
な
財
産
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
同

校
は
震
災
後
地
域
住
民
と
の
相
互
交
流
の
場
と
な

っ
た
。
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七
多
文
化
共
生
を
目
指
す
復
興
活
動

関
帝
廟
と
南
京
町
の
動
き

震
災
で
関
帝
廟
は
ひ
ど
い
被
害
を
受
け
た
。
専
門
家
の
診
断
に
よ

れ
ば
修
復
の
た
め
‘
廟
内
の
本
堂
と
礼
堂
だ
け
で
も
三
億
余
円
も
の

費
用
が
必
要
で
、

二
年
間
は
か
か
る
と
い
う
。
管
理
者
の
中
華
会
館

理
事
会
は
関
帝
廟
復
興
委
員
会
を
設
け
‘
募
金
協
力
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
ま
も
な
く
神
戸

•

横
浜

・

大
阪
の
華
僑
ら
よ
り
一
、
O
O

0
万
円
余
が
寄
せ
ら
れ
た
。
現
在

一
日
も
早
く
観
光
客
に
全
面
開
放

で
き
る
よ
う
‘
修
復
資
金
の
エ
面
を
含
め
復
旧
の
努
力
が
つ
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
一

方
、
中
華
会
館
は
震
災
で
よ
り
は

っ
き
り
と
表
れ
た

華
僑
の
高
齢
化
や
福
祉
事
業
の
問
題
を
考
慮
し
て
、
中
華
会
館
の
建

物

（四
五
年
神
戸
大
空
襲
で
焼
失
）
を
再
建
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

南
京
町
商
店
街
振
興
組
合
は
、
観
光
名
所
南
京
町
の
再
開
発
の
主

役
を
担

っ
て
い
る
。
華
僑
団
体
で
は
な
い
が
、
中
国
文
化
を
生
か
し

て
地
域
振
輿
を
は
か
る
と
い
う
基
本
的
意
識
を
も

っ
て
い
る
。
こ
の

ー



よ
う
な
考
え
方
は
組
合
員
ら
の
多
元
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
し

て
い
る
。
震
災
四
日
後
の
ニ
―
日
に
組
合
員
が
被
災
の
困
難
を
克
服

し
、
屋
台
を
出
し
た
。
彼
ら
は
焼
き
飯
‘
焼
き
そ
ば
、
お
か
ゆ
を
作

り
、
無
料
で
市
民
に
提
供
し
、
被
災
者
の
心
を
暖
め
た
。

一
月
三
一

日
春
節
（
旧
正
月
）
、
南
京
町
広
場
で
紹
興
酒
と
水
餃
子
一
万
八
千

個

（
振
興
組
合

l

万
個
、
神
戸
華
僑
総
会
三
千
個
、
在
大
阪
総
領
事

館
五
千
個
提
供
）
は
被
災
者
に
無
料
で
提
供
し
た
。
な
お
そ
の
日
に

集
ま
っ
た
四
七
万
三
千
円
の
義
援
金
は
全
部
神
戸
市
に
寄
付
し
た
。

三
月
九
日
、
水
道
に
続
い
て
ガ
ス
の
配
給
が
再
開
し
、
そ
れ
に
よ

っ

て
八
割
の
店
が
営
業
を
再
開
し
、
三
月
―
二
日
「
南
京
町
復
活
宣

言
」
を
出
し
た
。
そ
の
後
、
「
神
戸
五
月
ま
つ
り
」
、
長
安
門
の
修
理
、

ハ
オ
チ
ー

「
好
吃
広
場
」
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
南
京
町
の
復
興
と
被
災
し

た
神
戸
市
民
を
励
ま
す
た
め
に
懸
命
に
復
旧

・
復
興
活
動
が
行
わ
れ

(
8
)
 

た
。2

そ
の
他
の
復
興
活
動

神
戸
華
僑
は
「
外
国
人
県
民
復
興
会
議
」

（
二
月
か
ら
）
や
「
兵

庫
県
外
国
人
学
校
協
議
会
」
の
設
立
（
九
月
八
日
、
会
長

・
林
同
春

神
戸
華
僑
総
会
長
、
欧
米
と
ア
ジ
ア
系
の
七
外
国
人
学
校
が
初
連

携
）
、
「
暮
ら
し
再
建
へ
『
い
ま
』
見
据
え
て
ー
市
民
と

N
G
o
『防

災
』
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
―
二
月
八
日
ー
一

0
日
）
に
参
加
、
上

海
•
長
江
交
易
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
協
力
、
神
戸
のN
G
0

代

表
と
一
緒
に
中
国
雲
南
省
地
震
の
被
災
地
を
訪
問
し
、
神
戸
の
被
災

者
（
中
国
人
と
日
本
人
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
と
救
援
物
資
を

届
け
る
（
九
六
年
二
月
末
）
な
ど
、
活
動
を
活
発
に
く
り
広
げ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
神
戸
華
僑
は
共
生
と
し
て
の
復
旧
・
復
興
を
目
指

し
、
地
域
の
活
性
化
、
多
元
的
文
化
に
基
づ
く
国
際
化
の
実
現
に
積

極
的
に
参
加
•
協
力
を
つ
づ
け
て
い
る

。

ま
た
震
災
対
策
本
部
自
身

は
‘
中
国
人
震
災
犠
牲
者
の
慰
霊
碑
の
建
立
（
九
七
年
一
月
、
中
華

義
荘
）
を
も

っ
て
解
散
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

3

「
多
文
化
共
生
」

今
回
の
華
僑
の
震
災
対
策
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
既
存
の
組
織
を

基
盤
に
新
た
に
統
一
的
な
震
災
対
策
本
部
を
作
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る

。

こ
の
よ
う
な
団
結

•

協
力
精
神
の
も
と
で
行
わ
れ
た
救
助
・

救
援
活
動
は
、
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
諸
関
係
の
接
触

・
交

流
•
相
互
理
解
を
促
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
は
老
華
僑
と
新
来

者
の
新
華
僑
、
留
学
生

・
就
学
生
な
ど
の
関
係
は
‘
震
災
前
よ
り
距

離
が
縮
ま
り
、
相
互
理
解
を
深
め
た
。
対
外
的
に
は
震
災
の
ふ
れ
あ

い
の
な
か
で
摩
擦
、
衝
突
、
誤
解
も
あ

っ
た
が
、
相
互
救
援
の
協
力

関
係
が
主
流
で
あ
っ
た
。
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
日
本
人
と
日

本
社
会
の
諸
団
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
救
援
、
協
力
を
受
け
た
。
他
の

外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
も
強
ま

っ
た

。

救
助
•
救
援
活
動

に
お
い
て
中
国
人
、
日
本
人
と
そ
の
他
の
外
国
人
の
間
に
国
籍
を
越

え
て
助
け
合
う
行
動
が
随
所
に
見
ら
れ
、
彼
ら
の
こ
う
し
た
行
動
は

国
籍
に
関
係
な
く
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
員
と
し
て
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と
も
に
成
長
し
、
多
元
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
つ
つ
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
か
ら
、
こ
れ
ま
で
気
が
付
か
な
い
で
き
た
点
や
か
く
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
大
震
災
を
契
機
に
、
表
面
化
し
、
社
会
的
関
心
が

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
問
題
も
少
な
く
な
い

。
在
日
中
国
人
だ

け
の
問
題
も
あ
れ
ば
在
日
外
国
人
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
も
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
の
問
題
は
日
本
社
会
の
問
題
で
も
あ
る
。

以
下
、
い
く
つ
か
具
体
的
に
あ
げ
て
み
よ
う
。

①
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
発
展
の
問
題
。
こ
れ
ま
で
中

国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
要
構
成
員
は
老
華
僑
で
あ

っ
た
。
し
か
し

今
日
で
は
新
華
僑
と
華
人
が
す
で
に
絶
対
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な

(9
)
 

っ
た
。

中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
の
鍵
は
、
新
華
僑
を
含
め
新
来

者
と
ど
の
よ
う
な
相
互
扶
助
関
係
を
結
ぶ
か
‘
華
人
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
構
成
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
か
い
な
い
の
か
‘
と
い
う
点
に
あ

る
。②

華
人
の
人
権
・
社
会
的
地
位
の
問
題
。
華
人
を
含
め
異
な
る
民

族
の
人
々
で
日
本
国
籍
取
得
者
が
多
元
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
甚

づ
い
て
日
本
社
会
で
活
躍
す
る
姿
が
な
お
見
え
な
い

。
こ
の
こ
と
は
‘

日
本
社
会
の
い
わ
ゆ
る
「
平
等
」
、

「
多
文
化
共
生
」
、
「内
な
る
国
際

化
」
の
質
と
レ
ベ
ル
を
表
し
て
い
る
。

③
在
日
外
国
人
の
真
の
「
平
等
」
な
生
活
上
の
権
利
の
問
題
。
震

災
調
査
の
時
、
林
同
春
神
戸
華
僑
震
災
対
策
本
部
長
は
‘
震
災
に
お

け
る
日
本
行
政
の
積
極
的
協
力
と
配
慮
に
た
い
へ
ん
感
謝
す
る
と
い

っ
て
い
た
。
一
方
同
氏
は
‘
「
納
税
の
義
務
は
あ
る
け
れ
ど
権
利
は

な
い
、
こ
れ
が
い
ま
日
本
に
い
る
華
僑
の
現
実
で
す
」
と
も
述
べ
て

(10
)
 

い
た
同
氏
は
外
国
人
学
校
の
民
族
教
育
を
行
う
権
利
と
保
障
の
問

題
や
‘
超
過
滞
在
者
の
人
権
問
題
、
外
国
人
参
政
問
題
な
ど
の
問
題

で
あ
る
。

④
行
政
に
よ
る
復
旧
措
置
と
福
祉
事
業
の
強
化
。
復
旧

・
復
興
の

た
め
、
ま
ず
生
活
者
の
生
活
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

神
戸
の
中
国
人
の
場
合
、
留
学
生
‘
就
学
生
、
日
本
人
帰
国
者
の
中

国
人
家
族
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
、
失
業
者
、
病
弱
者
、
離
婚
者
な

ど
に
対
す
る
精
神
的
ケ
ア
な
ど
の
問
題
の
外
、
行
政
に
よ
る
関
帝
廟

な
ど
地
域
の
施
設
の
修
復
資
金
の
援
助
や
福
祉
事
業
の
強
化
も
要
望

さ
れ
た
。
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お
わ
り
に

以
上
、
神
戸
の
中
国
人
の
今
回
震
災
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、

そ
の
中
心
を
担
っ
た
震
災
対
策
本
部
の
活
動
を
中
心
に
、
さ
ら
に
は

中
国
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
礎
組
織
で
あ
る
同
郷
会
‘
避
難
所
と
し

て
の
僑
校
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
総
じ
て
い
え
ば
‘

七
二
年
前
の
関
東
大
震
災
の
時
と
違
い
、
日
本
人
と
在
日
中
国
人
の

人
的
、
物
的
交
流
が
格
段
と
進
み
、
相
互
関
係
は
差
別
‘
摩
擦
か
ら

連
帯
、
共
生
へ
の
方
向
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
今
回
の
大

震
災
と
華
僑
に
関
す
る
調
査
結
果
は
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い



る。

他
方
、
新

・
老
華
僑
、
留
学
生
・
就
学
生
‘
華
人
間
の
連
帯
を

含
め
、
新
し
い
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
の
か
、
ま
た
真
の
「
平
等
」
の
多
文
化
共
生
社
会
は
ど
の
よ

う
に
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
今
後
の
重
要
な
課

題
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

註
(1
)

国
際
防
災
の
一

0
年
国
民
会
議
事
務
局

r
阪
神

・
淡
路
大
地
震
に
お

け
る
在
日
外
国
人
被
災
状
況
調
査
」
都
市
防
災
研
究
所
、
一
九
九
五
年
‘

四
頁
。

(2
)

仁
木
ふ
み
子

r
震
災
下
の
中
国
人
虐
殺
—
ー
＇

中
国
人
労
働
者
と
王

希
天
は
な
ぜ
殺
さ
れ
た
か
』
青
木
書
店
、

一
九
九
三
年
‘
八
四
頁
、

ニ

三
七
ー
ニ
六
六
頁
。

(
3
)
｛
女
井
一
二
吉
•

陳
来
幸
・
過
放
（
神
戸
商
科
大
学
・
神
戸
大
学

「
阪
神

大
裳
災
と
華
倍
」
共
同
調
査
報
告
書
）
『
阪
神
大
震
災
と
華
僑
』
、
一
九

九
六
年
五
月
。

(4
)

「
国
際
人
流
」

編
集
局

「
発
揮
さ
れ
た
連
携
•
連
帯
の
綸
の
拡
大

l

中
国
大
使
館
」
（
『
国
際
人
流
』
第
九
六
号
、
入
管
協
会
‘
一
九

九
五
年
五
月
）
一

五
ー

一
八
頁
、
外
国
人
地
震
情
報
セ
ン
タ
ー

r
阪
神

大
震
災
と
外
国
人
』
（
明
石
書
店
｀
一
九
九
六
年
）
五
ニ
ー
五
四
頁
を

参
照
。

(5
)

華
倍
団
体
は
全
部
で
三
七
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
一
般
（
五
つ
、
華
橋
総
会
、
中
華
会
館
在
中
）
、
教
育
（
六
つ
）
、

婦
人

•

青
年
（
二
つ
）
、
同
郷
会
(
+
)
、
経
済

（
二
つ
）、
同
業

（九

つ
）
及
ぴ
同
好
会
（
三
つ
）
。

(6
)

同
注

(
3
)
、
九
頁
‘
―
四
頁
。

(7
)

安
井
三
吉

・

郭
玉
聡
•
過
放

•

蔵
本
聡

（
文部
省

一
九
九
二
年
度
特

定
研
究
調
査
報
告
書
）
『
国
際
化
時
代
と
神
戸
の

華
僑
・
華
人

|
_
—
「
神
戸
華
僑
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
報
告
（
統
計
）
』
、
文

部
省
一
九
九
二
年
度
特
定
研
究
調
査
報
告
書
、
一
八
頁
。

(8
)

「南
京
町
に
活
気
」
r
関
西
華
僑
報
』
第
二
七
四
号
、
一
九
九
五
年

二
月
二
五
日

。

r
九
五

•

一
・

一
七
神

戸
南
京
町
私
た
ち

の
一

年』

南
京
町
商
店
街
振
興
組
合
、

一
九
九
六
年
一
月
。

(9
)

r

平
成
七
年
版
在
留
外
国
人
統
計
」
（
入
管
協
会
‘
一

九
九
五

年
）
に
よ
れ
ば
‘

一
九
九
四
年
十
二
月
現
在
、
在
留
中
国
人
総
数
ニ
―

万
八
千
五
八
五
人
の
う
ち
、
永
住
者
（
老
華
僑
）
数
は
わ
ず
か
二
万
七

千
三
三
六
人
で
あ
り
、
新
華
僑
・
留
学
生

・
就
学
生
な
ど
が
絶
対
多
数

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
在
留
中
国
人
人
口
構
成
の
変
化
に
つ
い
て
の
詳

細
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。

(10
)

同
注

(3)
、
二

0
頁。
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